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要　　旨

　は じめ に，サ イ バース ペ ースの 二 つ の 型，す なわ ち 「疑 似型 現 実」 空 間 と 「拡張 型現 実 」空 間 の概 念 に つ い て 考 察を

おこ な う。次に 「疑似型 現 実」 空 間 を構成す る イ ン タ
ー

ネ ッ トに対 す る相 反 す る二 つ の 見 解，そ の理 論 的対 立の 要 因 に

つ い て検討を加 え る。こ の 考察を 踏まえ て ，人間と目然の対立に代表される 認識上の二 項 対立の 限界，すな わち 主体 と

客 体の新 しい関係 性 につ いて 基 礎付けをお こ な う。それ は，情報化社会に おける近代理性主体が、「1胥報的主体」，「情報

間 主体」に転 換 する 際 に発 生 する 新しい 「知の 枠組み」の可能性につ い て 検討するもの となる 。

Abstract

This　paper　explores ，　first，　two 　types 　of 　Cyberspace ．　about 　concepts 　of 　Virtual　Reality　Space 　and 　Augmented 　Real　Space ．　Secondly．
this　paper　exam 拍es　the　chiefcause 　of 　a　diffヒrence 　oftheory 　conceming 　two 　divided　opinions 　on 　the　lntemet　that　comprises 　Vlrtual

Reality　Space．　Through　this　examination ，巨mit 　ofbinary 　opposition 　in　case 　of 　the　antagonism 　between 　human 　and 　nature ，　a 　new

relation 　between　the　su 切ect　and 　the　objec1 　is　derived．】examine 　a　possibility　of 　a　new 　intelligence　under 　which 　the　sψject　in
infbmation 　society 　changes 　over 丘om 　both　the　modern 　subject 　and 　the　rational 　sψject　to‘Llnfbrmationa ］subjec ゼ

’
or
”Subject　between

infbrrnation．，，

1．は じめに

　情報 化社 会は，あ ら た な 情報装 置．イ ン フ ラ，ネ ッ トワ
ー

ク

の 発展に よ り，個 人 ・
組織

・
社会に著 しい 影響 を 与え て きた 。

その 進 化 は イン ターネ ッ ト空 間を創造 し，リ ア ル ス ペ
ー

ス （現

実 空間）の な か に サ イバ ー
ス ペ ー

ス （仮想空 間）を創出 し，ま

たサ イバ ース ペ ース の なか に リ ア ル ワ
ー

ル ド を創造 しよ うと試

行錯誤 して きた。しか し，両空 間の 固有原理，そ の 関係性お よ

び両 空間 に 対す る 評価 は，「情報環境 」の 著 しい 変化，変転 の

なか 尚も明確 に は され て い ない
。

　本稿 は，まず コ ン ピ ュ
ー

タ と人 問の 共通領 域 で あるサ イバ ー

ス ペ ース に 関す る 相 反す る 二 つ の 見解，と りわ け イ ン タ
ーネッ

トの 効力に 対する 見解 の 違 い に 着 日す る こ とで ，ヴ ァ
ー

チ ャ ル

空 間出現以 降の 人 問主体 の 意 味を問い 直 し，次 に ヴ ァ
ー

チ ャ ル

化 を起 点 とす る 主体 そ の もの の 機 能 に つ い て 詳 述す る、、こ の 論

及 を通 して ，本稿 は い わ ゆ る情 報 資本 主義社 会 （ハ ッ カーの 倫

理）か ら芽 生 えた 新 しい 主体性 （情 報 問主体 ）が，産業 資本 主

義社会 （プ ロ テ ス タ ン トの 倫理 ） か ら 生 まれ た 古 い 主 体 性 （理

性 的主体） と共 存 しつ つ ．イ ン タ
ー

ネ ッ ト空間 をめ ぐ る 新 しい

「情報倫理」の 梃子 と して 働 く可能性を明 らか に したい 、、

2．「サ イバースペ ース」の 両義 性　 　 「擬似 型現 実」空 間 と 「拡

　 　張型 現実 」空 間

　
一

般 にサ イバ ー
ス パ ース （cyber 　space ） は、コ ン ピ ュ

ータ

間の 接続 に よ り構築 され た電子 ネッ トワ
ー

ク が 人間 の 脳 に

直接 接 続 さ れ る こ と に よ っ て 生 み 出 され る 「人 工 現 実 空 聞 」

（artificial 　reality 　space ） を意味 して い る 。 こ の 初 期サ イバ ー

　空 問概念は，入間 が 脳神経 をヴ ァ
ー

チ ャ ル マ シ
ー

ン に 連結す

る こ とで 「仮想空問 」（virtual 　space ）に 没 入 し，そ の 空 間 に お

い て 生 じた 「現 実」が．実在 す る 人 間 の 身体 に も物理 的 な影響

を及ぼ す こ とを前提に した SF 概念で ある。そ れ は 「仮 想空lkl」

で 受 けた 体の 傷が，現 実 空 間 に 帰還 し た 後 に も残 り，「仮 想 空

間」で の 絶命が ，現 実空 間 にお け る 死 を意味 す る もの な の で あ

る。い わ ば，こ の サ イ バ ー
ス ペ

ー
ス 概念

（1）
は．仮想空 間 に お

け る効 力 が，生 の 身体感覚 を と もな い つ つ ，現実 空 間に お い て

発揮 され る こ とを示 唆 して い る，，そ の 点に お い て．今口の サ イ

バ ー
ス ペ ー

ス の
一

種で ある イ ン タ
ーネ ッ ト空 間 は，生 身の 体に

よ る仮 想 空 間 へ の 侵 入 を必 要 と しな い 。そ の 空 間 は，身体 で は

な く．精神 の 活躍 の 場 で あ り．その 痕 跡 が デ ジタ ル 的 に 蓄 積さ

れ る場 とな っ て い るの で あ る。

　 こ の 初期 サ イバ
ー

ス ペ ース と今 口の イ ン ターネ ッ ト空 間の 機

能は，SF と 現実 の 視 点 か ら み て も．ま っ た く異 な る もの で あ

る。そ れ は また ，前者が 現 実社会 とは 異 な る 社会体系、法秩序

の 下，独 立 して い る 別 空 間 な の に 対 し，後者は 常に 実 社会 の 法

秩 序，倫理 体 系 に 則 し て安 定 が保 た れて い る こ とか ら もその 違

い は
一

目瞭 然 で あ る．そ の 意 味 で イ ン ターネ ッ ト空 間 は，「サ

イバ
ー

ス ペ
ー

ス 」 に 対 して 「半仮 想空 間」 で あ り．また 「汎 現
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実空 問」 とい い か える こ と も
．
叮能で あ る。い わ ば イン タ

ー
ネッ

ト空 間は、デ ジ タ ル 化 され た 文 字，数字，グ ラ フ ・図 形 な ど の

図 象 （シ ン ボ ル ），イ ラ ス ト・写真，動 両 な ど の 映 像 （イ メ
ー一

ジ ｝ を実在す る もの と して 表象 させ ，かつ 工D や ハ ン ドル ネー

ム．ア バ ターや パ ペ ッ トな どの 分 身 〔記 号） を．擬 似 人 問 （擬

似 主体） と して 機能 させ るこ と の で きる 「擬似型 現実」空間 な

の で ある。それ は，人間の 現 実体験 を その 空間 に お い て 仮想化

させ ．か つ そ の 仮 想体験 を 現実 空 間に お い て 汎現 実化 させ る効

力を有す る 。 そ れ は 同時に現 実社会に お い て 「ヴ ァ
ー

チ ャ ル な

身体」を強度化 し続ける 役割も果 た して い る の で ある （イ ン タ
ー

ネ ッ トバ ン クの 機 能 と効力 を想 像す る とわ か りゃ す い ）、　tt

　
一

方，い わ ゆる ヴ ァ
ー

チ ャ ル リ ア リテ ィ 技術の 具体化 は、頭

部搭載型 デ ィ ス プ レ イ装置 〔IIMD ） を組み 合わせ た 多面立体

視表示 シ ス テ ム 〔CAVE ）．フ ラ イ トシ ミュ レ
ー

シ a ン （FS ）

や ヴ ァ
ー

チ ャ ル ア トラ ク シ ョ ン （VA ）、内視itr”f一術な ど の 遠

隔操作 〔RC ）体験，ケ ー
タ イ に よ る 「世界カ メ ラ 」な どの 「拡

張型 現 実」 を 再 生 産 して い る。しか し．こ れ も仮想空 間 に 投機

され る 身体 をまる ご と 引 き受け て い る わ け で は ない
。 そ れ は，

あ くまで も現実空 間に お ける 身体感覚を，「情報装置」が 増幅，

変形 し．「仮想 現 実」 を現 実 の 出 来事 と して 受容す る 身体 感覚

を強化 して い る の で ある 。 まさ に 「拡張型現実」 空 間に お ける

ヴァ
ー

チ ャ ル リ ア リ テ ィ は，サ イバ ー
ス ペ

ー
ス を身に ま とうよ

うなウ エ ァ ラ ブ ル な 感覚を発現 させ て い る。イ ン タ
ーネ ッ トの

「擬似型 現実 」の ヴァ
ー

チ ャ ル リア リテ ィ は ，身体感覚で は な く，

実社 会で は経．験 され ない 意 識感 覚その もの を生 み山 して い る こ

とを考 えた場 合，サ イバ ース ペ ース の 発展形 で ある 「拡張 型現

実」空間 と 「擬 似型現 実」空 間の 違 い は，よ り明確な もの とな

るの で あ る
321

、、

　 その 異同 は．人間 主体 その もの の が，両 空間 に お け る経 験 を

通 して 芽生 え るヴ ァ
ーチ ャ ル な リア ル 感，す なわ ちア ク チ ュ ァ

リテ ィ （実 在性 ） を介 して 考 え る とき，以
．
卜
．
の ような整理 を可

能 に す る。それ は，

　 ユ，人間 主体が イン タ
ーネ ッ トの 「擬 似型 現実 」空 間 に 接 す

る とき，その ヴ ァ
ーチ ャ ル な体 験 は リ ァ

1J
テ ィ を持 ち，現 実 空

間 に お い て もア ク チ ュ ア ル な もの （効 力 を発す る） とな り．強

い 意 識変化 をある 程度 と もな うもの （才 ン ラ イ ン ゲーム な ど ）
，
／31／
，

　 2 ．1に同 じで あ るが，弱 い 意 識 の 変化 を と もな う もの 〔通

常の メ
ー

ル ・WEB 機 能 〈イン タ
ー

ネ ッ トバ ン ク ／ オ ン ラ イ ン

シ ョ ッ ピ ン グ な ど〉）、

　 3 ．人 間主体が 「拡張型 現実」空 閲 に接する と き，その ヴ ァ
ー

チ ャ ル な体験 は リ ア リテ ィ を持 ち，現実 空 間 に お い て ア ク チ ュ

ア ル で あ り．か つ 強 い 身体 感覚 を と もな う もの 頗 部搭 載型 デ ィ

ス プ レ イ装 置 （HMD ） を組 み 合 わせ た多 面 立体 視表 示 シ ス テ

ム 〈CAVE ＞、内視 鏡手術 な どの 遠 隔操 作 〈RC ＞，

　 4 ．3 に 同 じで あ る が，弱 い 身体 感覚 を と もな うもの 〔世 界

カ メ ラ ／ フ ラ イ トシ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 〈FS ＞）で あ る 。

　 こ こ で 重 要なこ とは．「擬 似型 現 実」空 問、「拡 張型 現実 」空

間に お け る 人間 主体 の ヴ ァ
ー

チ ャ ル 化 （本 質の 顕 在化 ） は、
．
前

者 に お い て は あ る 程 度身体 感覚 を と もな う場 合で も，自我 が そ

の 空 間経 験 を リア ル な もの で ある と 意識 し，また後者 におい て

は 自我の 認 知を と もな う場合で も，身体が そ の 空 間体．験を リ ア

ル な も の と 感知 す る こ と を通 し て 形 成 さ れ る 点 に あ る。入 間 主

体 の ア クチ ュ ア リテ ィ （実 在性）は，「擬似型現 実」空 間 に お

い て は 意識 （主 観性） と と もに 発現 し や すく，「拡張型現 実」

空 間 に お い て は 身体 に付 随 す る傾 向 （客観性） を ともな い や す

く、現 前性の 強い もの となる の で ある 。

3 ．イ ン タ
ー

ネ ッ ト空 間 に お け る 人間主体の 社会的機能

　初期 SF 的なサ イバ ー
ス ペ

ー
ス 概 念は，イン タ

ーネ ッ ト空 間

出現 後 その 定 義が よ り詳細 に検討 され て い る。現 在 の サ イバ ー

スペ ー
ス概 念は，ベ ネデ ィ ク トに よ り以 下 7 つ の 原理 に 整理 さ

れ て い る
国

〈　　 〉内は 筆者、、

　　1．排 他 の 原 理 〔Principle　of 　Exclusion＞： 同
一
性

　　　　異 なる 対象は 同 じ時間に 同 じ空間 を占有する こ とが で

　　　　きな い 〈遠隔 自動操作に よ る 第二 の ア バ タ
ー

に よ る 撹

　　　 舌Lは 存在す る 〉。

　　2 、最大排他の 原 理 （Principle　of 　Maximal 　Exclusien）：

　　　　唯
一
性

　　　 対 象 （主 客）が 唯
一性 を保 持す る た め に，自 ら そ の 特

　　　　殊性 を最小化 し，必 要最小 領域 を効率 よ く配置する く現

　　　　実空 間の 身体 と仮想空 間に お け る精神の 同
一

性原理〉。

　　3 、不 偏の 原 理 （Principle　of 　lndifference）： 中 立性

　　　　サ イバ ース ペ ース の 世 界は 特定の 主 体の 存在に 対する

　　　　世 界の 普遍性の 度 合 い と主 体の 欲望 に 対する 世 界の 抵

　　　 抗 の 度合 い に依 拠 す る 公共 領域 で あ る 〈現 実社 会 の 公

　　　　共性の 理 論 に 近似 す る 〉。

　　4 ．ス ケール の 原理 （Principle　of　Scale）： 領」或性

　 　 　 　t 体 の 行 為 に と もな う最大 速度 は，主体 の 認 識 で きる

　　　 世 界の 複 雑 さに規 定 され．移動 の 遅 速そ の もの が，広

　 　 　 　大 な空 間 を演 出す る 〈盆栽 が並 び立 つ 箱 庭 に 進 入す る

　　　　感覚 〉。

　　5 ．交通 の 原 理 （Principle　of 　bansit）： 交通性

　 　 　 　サ イバ ース ペ ース に お け る 2 点 問の 移動 は，い かに 高

　 　 　 　速で あ っ て も2 点 間 に 存在 す る すべ て の ポ イ ン トを経

　　　　由 し．移 動 に かか る コ ス トは移動 距 離 （時 間）に 応 じ

　　　　た もの で な けれ ばな らな い 〈通信 の 原理 に 沿 うが，現

　 　 　 　在 で は 移 動 コ ス トは 距 離 に 比 例 しな い 。サ イバ ース

　 　 　 　ベ ース を 維持 す る た め の 通 信 設備．ケ ーブ ル 、電 波塔

　　　　等の 維持管理 費，入 件費な ど か ら割 り出 される 固定料

　　　　金体 系〉。

　　6 ．個人 の μ∫視 性の 原理 （PrinCiple　of 　Personal　Visibility）；

　 　 　 　可視性

　 　 　 最 小 限 の 可視性 （プ ラ イバ シ
ー〉が 保護 さ れる 場 合 で

　 　 　 　も，完全 な 匿名 に な り，目に 見 えない 存 在 に な る こ と

　　　　は で きない （現実 社会に おい て も同様で あ る）。

　　7 ．共通性の 原理 （Principle　of 　Commonality ）1 社会性

　　　　サ イバ ース ペ ース ，ヴ ァ
ー

チ ャ ル 世 界で の 経験 は，人

　 　 　 　間の 思考 を個 人間 コ ミュ ニ ケーシ ョ ン か ら社 会 的次元

　 　 　 　に まで 広 め る （現 実杜 会 同様、人閲 問の コ ミ ュ ニ ケー
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　　　　シ ョ ン が開 か れて 行 く可 能性 を含む ）。

　 こ の 定 義か ら確 認 で きる の は ，人 間 キ体 〔ネ ッ トユ
ー

ザ
ー

）

が か か わ る サ イ バ ース ペ ー
ス の 原 理 （同

・一
性、唯一

性、rll立 性、

領域性、可視性、社会性）は、仮想空間 に も，現実空 間 に も共

通 す る 「原 理 」 で あ り，そ れ は 人 間主 体 を 介 し て両 空 間 に 開か

れ て い る事実で あ る。い うな れ ば 問題 は ，サ イ バ ー
スペ ー

ス （仮

想空 間）の 特殊性 に 日が 向けられ が ちで ある が，そ うで は な く，

む しろ 人 間の 側 に こ そ ある とい う視点が 重 要 に な る。そ れ は 「人

間主体 」そ の もの の 性 質に つ い て 問 うこ と に つ な が るの で あ る．

　　主体 〔subject ） とい う言葉 に は ，様 々 な意味が 付 5．され

て い る
，14／

。常 識 的 に 論 じ ら れ る 主 体 とは ，哲 学 的 実 体，と り

わ け デ カ ル ト由来の 「独 立 した 存在 を 一その 意 識 の 前に 投 げ 出

され た 客体 （object ） と して
一
演繹 しな けれ ば な ら ない 知識 の

最 初 の 実質 的領域 」で ある 主 体 で あ る
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。そ れ は カ ン トに よ っ

て 客体 （物 自体 ）に 対す る 思 惟 の 先天 的形 式の働 き と な り，こ

の 主観の 機能こ そが ，人 間実践 の 核とな る 主体 を生 み 出すもの

と さ れ る。い わ ゆ る 近 代 理 性 は 人 間の 主 体 を 主観 に 依拠 させ て

きた の で あ る、、こ の 近 代理 性に 基 づ く主 体 は，20 世 紀前半 ま

で に確立 され た 印刷
・
製本技術 に よ る 文字の 活字化 に よ る 「活

字文 化」 と歩調 を 同 じ く し，感覚や 情 念 な ど 身体性 に属 す る あ

い ま い な もの を 管 理 す る知 性 の 働 き （純粋 性 ） とそ の 「純粋

性」を保持 し，知性 と意志に よ る 真理 へ の 道 筋を保証する 働き

（完全性）に よ っ て 揺 ぎ無い 力を 与 え ら れ て きた。しか し，文

明 史的 な視 点か らみ れ ば，む し ろ こ の 個体 と して の 理 性 の 働 き

は，人間相互 間の 精神活動，い わゆ る 間 主体性 の働 き （ネ ッ ト

ワ
ー

キ ン グ） と し て 機 能 し，と りわ け、20 世 紀 中 盤 以 降の 音

声・映像 メ デ ィ ア の 隆盛，1960年 代以 降 の コ ン ピ ュ タ
ー

の 出現

1980 年代の パ ー
ソ ナ ル ・

コ ン ピ ュ
ー

タ と イ ン タ
ーネ ッ トの 出

現 に よ っ て、人 間 間の ネ ッ トワ
ー

クが 生 み 出 す集合 的知 性 に 連

動 しは じめ た の で あ る。

　 こ の 変化に と もない 、理性的主 体は，真理．を得る た めの 唯一

性を放棄 し，集合 的知性 〔共同主 体） と共存 し は じめ たの で あ

る。そ れ は，自我 そ の もの が 間主 観 的 に構 成 され ，そ の 構 成 に

よ り世界の 「客観性」が 保たれ る こ とが 理 解 されは じめ た こ と

を意 味 した の で あ る。そ れ は また，主 体と世 界の 間 に 「社 会性 」

を見出 し、真理 は 決 し て あ らか じめ 理 性 の 能 力 に与 え られ た も

の で は な く，人間の 共同主観性 に よっ て ，対 象と世 界に お い て

漸次 見 出 され る もの で あ る こ とが 明 らか に なっ た の で あ る、，

　 こ の よ うに 近 代 理性 に 基 づ く主 体 は．直 接 的 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン （リ ア ル プ レゼ ン ス ）／声 ・文字
・活 版 の 時代 か ら間接

的 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン （リ ア ル ー
テ レ プ レゼ ン ス ） ／ 音声 ・映

像 メ デ ィ ア に よ る電 子 ネッ トワ
ーク （マ ス メ デ ィ ア ・一方 向性 ）

へ の 進展 に と もない ，入間 が情報 メ デ ィ ア を離 れて 存在す る こ

とが で きない 「情報的主体」へ と展開 す る
1：i］，、そ れ は さ ら に，

イ ン タ
ー

ネ ッ ト，ケ
ー

タ イ に よ る ヴ ァ
ー

チ ャ ル コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン （ヴ ァ
ー

チ ャ ル プ レ ゼ ン ス ）／映 像
・記号文化に よ る情

報 ネッ トワ
ー

ク 〔マ ス メ デ ィ ア
・
ミ ニ メ デ ィ ア 混 合 ：全 方 向性 ）

へ と転換 す る。こ こ に理 性 的 な主 体 は，人 聞が常 時 情報 を受

容 し，かつ 情報 を発 信 す る こ とが 可 能 （ユ ビ キ タ ス 的 ） な 「情

報 間主 体」 と呼ぶ こ との で きる 主 体 へ と 進化す る こ と に な る 。

イ ン ターネッ トにお けるサ イバ ー空間 とヴ ァ
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もはや イン タ
ーネッ ト空 間で は．文 字

・
活字の 力に よ る 抽象「生，

物語
’
「生 世 界観な ど を 生 み 出す理 性的 ギ体 は 後景 に 退 き、映像

・

記 号化の 力に よ る 理 性 的枠 組 み を 無力化 す る 具 象性，瞬間性，

創造性 な ど を生み 出す 感性 的，情緒的契機が，重要 な役割 をも

つ こ と に な る の で あ る。そ の あ り様 は，ま た 人 間組織 そ の も の

さ え変容 させ て い る
［4］、、こ こ に，サ イ バ ー

ス ペ
ー

ス ，と りわ け

イ ン タ
ーネ ッ トの 機能、効力 をめ ぐる 見解の 対立 が生 じて くる 。

い ま や 近 代理 性 に 基 づ く主 体 は，仮想 空 間 の 脅 威 を受 け入 れ ざ

る を得ず，また 情報的 主体に 基づ く 「情報IHj主体」は，仮 想空

問の 効力 を認め．その 信頼性を前提 に 活動 を続 ける こ とに な る 。

4 ．イ ン タ
ー

ネ ッ トの 学習効果、知識形成過 程 に 関 する二 つ の

　　見解

　H ．ド レ イ フ ァ ス は，イ ン タ
ーネ ッ トの 機 能 に つ い て、以 卜

．

の 4 点を指摘 して い る 。 そ れ は，ハ イパ ー
リ ン ク の 限 界 〔物．事

を 理 解 して，重 要 な もの を重 要 で な い も の か ら 区別 す る能 力の

喪失 ），遠 隔 学 習 の 夢想 （学 習 に 不 可 欠 な 成 功 と失 敗 を 真剣 に

受け止 め る 感性の 欠如），遠隔操作の 無謀 （最大 限 に 世界を把

握 し，事物 の リ ア リテ ィ を 感 じ と る 能 力の 衰退 ）．匿 名性ニ ヒ

リ ズ ム （リ ス ク を避 け る と い う誘 惑 に 負 け て 真剣 な コ ミ ッ トメ

ン トを回 避す る こ とに よ っ て 生 ずる 意味ある 生 活感覚σ）喪失 ）

で あ る。そ れ は，イ ン タ
ーネ ッ ト空 間 に お け る 主体の 戯 れ が ，

身体 性 （リ ア リテ ィ ）の 欠如 を生み だ し，現 実社 会 を構 成す る

諸要素を関連 付け．意 味付け る技 能 まで も奪 う もの と して い る。

　 ド レ イ フ ァ ス に よ れ ば，人 間 の 学 習 過程 は，必 要 事 項 とそ

の 手 続 を学 ぶ 「入 門 」 （novice ）、物 事 の 基 本 原 則 を学 び，行動

原則 に 沿 う 「初 級 」（advanced 　beginner），学習 計画 に沿 い そ

の 見 通 し を選 択 す る こ と を学 ぶ 「中 級 」（competence ），非論

理 的 な経 験 の 身体 へ の 刷 り込 み の 蓄積 を通 して 、直 感 的 反応

を理 性 的契機 に 変換 す る 能 力 を もつ 「熟 練 」 （proficiency）、日

的 に あわ せ て 即 座 に 識 別 をお こ な う能 力 を もつ 「専 門 的技 能 」

（expertise ），専 門的 技 能 をべ 一ス に 自 己の ス タ イル を築 き発

展させ る 技 能 の 高度化 「精通」 （mastery ），高 度 な専門 的技 能

を文 化 ス タ イル まで に 高 め る 「実践 知」 （practical　wisdom ）へ

と到 達 す る
ISID

　 ドレ イ フ ァ ス はこ の 「学習過程 」に 依拠 しつ つ ，イン タ
ーネ ッ

トに よ る 「学 習効 果」に疑 義 を呈 し，こ の 知 の 「訓練 」過程 こ そが．

知識 形 成 を唯一為 す もの で あ る と 主 張 した。「自分 の 文 化 に精

通す るため に 必 要 と され る 身体 的 な規則 は，イ ン ターネ ッ トに

よ っ て 伝 送 す る こ とが 果 た して 可 能 な の だろ うか」「遠 隔 学 習

は 中級 者 の 能力 を生 み 出す だ けで あ り，専 門的技 能 と実践 知 は

全 くそ の 手の 届か な い と こ ろ に ある こ とに なる だ ろ う」
E6］，，

　 さ ら に ド レ イ フ ァ ス は ，「テ レ プ レ ゼ ン ス は 現前 を どの 程 度

運ぶ こ とが で きる の だ ろ うか ：？ 」
［7］

とイ ン タ
ーネ ッ トの 効 力 を

支持 す る 見解．に 対 して 釘 を刺す，，それ は．身休 よ りも精神 そ の

もの に馴 染 みや す い イ ン ターネ ッ トの 性 質 に対 して，人間の 身

体こ そ が 「世 界 と共 存す る た め の
一

般 的 な場 」で あ る こ とを確

認 し，精神 が そ の 身体 を 離 れ て は 存在 し な い こ と を指摘 して い

る、、実在す る 人 間 間の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン と学習 こ そ が，意味

N 工工
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あ る人間世 界を再生 産す る とい うわ けで あ る。

　 そ れ に 対 し M ．J ．アール は，コ ン ピ ュ
ー

タ、と りわ けパ ー

ソ ナ ル ・
コ ン ピ ュ

ー
タが公 教 育の 現 場 に 導 入 されて 以来，人間

の 認 識過 程 （学習 過程 ）が 変 貌 を遂 げ た こ と を前 提 に，人 間

の 学 習過 程 が，情 報技 術 の 発達 を受 け て，デ
ー

タ （data） か

ら情 報 （information），知 識 （knowledge） へ と 三 層 に わ た り

発展 した こ とを物語 る。す なわ ちそれ は，コ ン ピ ュ
ータの 力 に

よ り記号 的 形式 を ま とい ，そ れ だ けで は意 味 をな さ ない 事象

（event ） あ る い は実 体 〔entity ） を生 み 出す デ
ータ化 過 程，こ

の 収 集、蓄積 され たデ
ータ間 の 相 互関 連 を合理 的 に分析 し，経

験 則 を踏 まえて 関 連付 ける 情 報化 過程、そ の 情 報 を検証 し，そ

の 正 否 を立証 し，情報 相 ‘1二を体 系化 す る 知識 化 過程 の 三 層 か ら

なる。こ の プロ セ ス の 正 しさは，認識 上，制 度．ヒの 手続 を踏 ま

え，法則、理論 と して，や が て 定 式化 さ れ証 明 され る こ とに な

る、，い わば，デ
ー

タ化過 程で は 人間の 記憶 と操 作，情報 化過 程

で は 人間 の 分析 と感性，知識 化過 程で は 人間の 知性 と合 意が 試

され るの で あ る
IHI。

　 こ の 「学習 過程 」か ら理解 で きる こ とは．現 代社 会 に お け る

人間が，コ ン ピ ュ
ータの カ を借 りて デ

ータ収 集，分析 をお こ な

い ，イン タ ーネ ッ トワ ーク の 知 力 を借 りで 情報 を創造 し，コ ミ ュ

ニ ケーシ ョ ン の 力 に よ り知識 を創 造 して い るこ とで あ る。す な

わ ち．データ 化 はコ ン ピュ
ータの 演算 （ア ル ゴ リズム ） によ る

自動処理，情報化 は 人 問の 経験 則 （ヒ ュ
ー

リス テ ィ ッ ク ）に よ

る 知的推 測，知識化 は人 間知性 の 結集 に よ る理 論 的合意 の 過 程

で あ る。現状 で は，データ化 の 主 た る担 い 手 は コ ン ピ ュ
ー

タで

あり．情報化．知識化は，人間 の 分析力また は 人間の 思 考力，ネッ

トワ
ー

ク カ，コ ミュ ニ ケーシ ョ ン カが 発揮 され る 過 程 とな る、，

　 こ の よ うに，私 た ちは 自ず と イ ン ターネ ッ トの 「検索機能」

か ら 得ら れ る デ
ー

タ．情報 に つ い て の 妥当性を含む 情報形成，

知 識 形成，価値形 成の 「補充 部分 」を イ ン ターネ ッ トコ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン に 委ね る 時代 を迎 えて い る ttイ ン タ
ー

ネッ ト空間は．

その 意味か ら すれ ば．既 に 「現実逃避」の た め の 閉鎖的空間、「自

己 回 復」 の た め の 遊戯 空 間で あ りなが ら も，依 然 と し て 「相 互

認識」の た め の 修習 的空 間の 役割 を補 足 してい るの で あ る 。 し

か し，こ こ で 忘れ て は な ら ない こ とは，私 た ちに と っ て イ ン タ
ー

ネ ッ トは，単な る デ
ー

タ収集，情 報収 集，情 報 双受発信 の た め

の 「道具 」で は な く，そ の 存在 と機 能 を含め た 技術的役割が，

人問の 社会的機能を代行する まで に 現 実社会の
一
部 に な っ て い

る 事 実で あ る、，こ の 側 面 か ら 見た 場 合 ，「擬 似 型 現 実 」 空 間 に

よ る 「弱 い ヴ ァ
ーチ ャ ル 」 を生 む イ ン タ

ーネ ッ トの 効力 は ，文

字 と紙 の 発明 以来、ヴ ァ
ーチ ャ ル 化 し続 けて きた 人間社 会 にお

け る 「ア クチ ュ ア ル な身体」 を強化 し続 けて い る と再認 識 す る

こ とが で きる、、そ の 意味 か ら，コ ン ピュ
ータ・ア ーキ テ クチ ャ

ー

下 に あ る イ ン タ
ー

ネッ トワ
ー

キ ン グ は，ヴ ァ
ー

チ ャ ル な ヒ ュ
ー

マ ン ・
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン を増幅 し．イ ン タ

ーネ ッ ト空 間 に お

け る ヴ ァ
ー

チ ャ ル な人 間関係 そ の もの の 深 度 を規定 す る が，そ

れ は 同時 に，現 実 の 人 間関係．実 社会 の 関係水 準，す なわ ちそ

れ は ド レ イ フ ァ ス の 指摘 す る 「学 習過 程」 の 「階級 性」 に も影

響 を与 え て い る の で あ る
［9］。

5．イ ン ターネ ッ トの ヴ ァ
ーチ ャ リテ ィ、リア リテ ィ、ア クチ ュ

　 　ア リテ ィ

　こ の よ うな イ ン ターネ ッ ト空 間 をめ ぐる 「学 習」 「知識形 成」

プ ロ セ ス の 効 果 に対 す る 相 反す る 見解 を理解す る．Eで 重要 なこ

と は，まず は 現 実 空 間 と イ ン ターネ ッ ト空 間 の ヴ ァ
ーチ ャ リ

テ ィ （本 質 ・実 質），リア リテ ィ （現実 感 ・真 実性 ），ア クチ ュ

ア リ テ ィ （現 前性 ・現 実性 ） の 差 異 につ い て 理解 をすす め るこ

と で あ る。

　 ピエ ール ・レ ヴ ィ は，サ イバ ース ペ ース の ヴ ァ
ーチ ャ ル と

リ ア ル の 結 びつ きに，哲 学 的 な 関心 か ら示 唆 を お こ な っ て い

る。彼 に よれば，ヴ ァ
ー

チ ャ ル とは，人問 に 備 わ る潜 在 的 な力

（virtualis ） を意 味す る こ とか ら，現 実 化 す る こ とが予 期 され

る （リ ア ル ーボ ッ シ ブ ル な） 関係 で はな く，あ らか じめ約 束 さ

れ て い ない 新 た な質 （問題 提起 ）をは らむア ク チ コ ．ア リテ ィ （現

前化 ） と結 びつ くこ とに な る。

　 「ア ク チ ャ ル 化 は創 造 で あ り，力 と 目的性 の ダ イナ ミ ッ ク な

布 置 を もと に した ある
一つ の 形態 の 発 明で あ る。リア リテ ィが

叮能 的 な もの に備給 され るの とはべ つ な事柄 が，す なわ ち予め

決定 された総 体 か らの 選択 と は 別 の 事柄 が，そ こ で は 起 こ っ て

い る．それ は 新 た な質の 産出 で あ り，観 念 の 変様 で あ り，翻 っ

て ヴ ァ
ーチ ャ ル な もの を養 う真 の 生成 なの だ 」

Ll°］．＝

　い わ ば ヴ ァ
ー

チ ャ ル の 本 質は，新た な リア リテ ィ 〔現 実感）

を もた ら す とい う よ りも，新 た な ア ク チ ュ ア リ テ ィ　〔現前 性 ）

を創 造 す る こ と に
．
あ る。ヴ ァ

ー
チ ャ ル

ー
リア リテ ィ （仮 想現実

感）は，コ ン ピュ
ー

タ シ ス テ ム に よ っ て 生成 され る 「人 1二現 実」

シ ミ ュ レーシ ョ ン に 人間 主 体 が 接 触す る こ とで 生 まれ，ヴ ァ
ー

チ ャ ル
ー

ア クチ ュ ア リテ ィ （仮想 現 前性）は，人 間精神が特定

の 現 実空間 か ら 離脱 し，仮想空 問に 接続，内接．帰還する こ と

に よ っ て 現 実空 間そ の もの を 変革す る契機を もつ の と さ れ て い

る の で あ る 。

　「不完全」な 「サ イバ ー
ス ペ

ー
ス 」で ある イン タ

ー
ネッ ト空

間 に 接 続 す る 人 間主 体 は．そ の 身体 を 現 実 空 間 に 残 した まま，

仮想 世 界 に精 神的実在 （言語 主体 ： 記号 主体 ： 行為 主体 ）を留

め る が ，同 時に この 主体は．現 実 （リア ル な身体／ ポ ッ シ ブ ル

な 精神 ） と仮 想 （ヴ ァ
ーチ ャ ル な 身体 ／ ア クチ ュ ァ ル な精 神）

の 問 を往来 しなが ら集合 的知性 を形成 し，現 実社会で の 創造 （リ

ア ル な 身体／行為的主 体 ； ア クチ ュ ァ ル な精神 ： 認知的主 体）

に 関 与す る こ とで 社会 的 主 体 とな る の で あ る
，
／5
．
。

　 しか しそ れは，リ ア ル な ア ク チ ュ ア リテ ィ を現 実 空間 に もた

らす 主体 の ヴ ァ
ーチ ャ リテ ィ （潜 在可 能性 ）が、そ の 臨場 感 （自

己存在感），対話性 （自己実現 性），自律性 （自己
一

貫 性 〕を イ

ン ターネ ッ ト空 間 に実 現す る 反面 同 時 に主 体 は，そ の ア ク テ ィ

ヴ ィ テ ィ （ふ る まい ） か ら，抑鬱感 （被虐性），孤 立 感 （白己

閉鎖性）、他律性 （環境依存性）を イ ン タ
ーネ ッ ト空 間に構築

し，現 実空 間の 人 間主 体 に 悪 い 影響 を もた らす こ とが 知 ら れ て

い る、、レ ヴ ィ は こ の 負 の 側 面 を引 き受 け なが ら も，ヴ ァ
ーチ ャ

ル 化 を現 実社 会の 人 間疎外．物 象 化 と切 り離 し，個 人の 精神活

動が ，イ ン タ
ー

ネ ッ ト上 の 相互 主 体 的 な 修 習行 為 （デ ジ タ ル コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ） を通 して 客 観性 に い た る 道 筋 を楽観 的 に用
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意 す る の で あ る
LllJ。

　近代 社 会 にお い て 特 別 な地 位 を付 与 され て い た 理性的な主

体 （デ カ ル ト的 な主 体 ： 身体 に 対 す る精 神の 優 位） は ，身体的

契 機 を理性 の 機能 に直結す る ドレ イフ ァ ス に お い て は 健在で あ

り，ア
ール に お い て は、コ ン ピ ュ

ー
タ／ イ ン タ

ーネ ッ ト
・

ア
ー

キテ ク チ ャ
ーとの バ ラ ン ス ，相 互 交 流 を通 し て 「情報 間主体」

へ と誘 われ て い る。そ して 理性的な主体 は，イ ン タ
ー

ネッ トに

代 表 され るヴ ァ
ーチ ャ ル 性 を介 した 聞主観性 （共同主観性）の

なか に 人間 主体 を再構 成す る レ ヴ ィ に お い て は．古 き近 代の 産

物 と なるの で あ る。

　 レ ヴ ィ の 示 唆 す る ヴ ァ
ー

チ ャ リ テ ィ は，精神の ア クチ ュ ア リ

テ ィ を現 実 空間 に もた らす 可 能性を もち、そ の 臨場 感 〔自己存

在感）．対話性 （自己実現性），自律性 （自己
一

貰性） を イ ン

ターネ ッ ト空間 に 実現す る の に 対 し．ドレ イ フ ァ ス の 指摘す る

ヴ ァ
ー

チ ャ リテ ィ は，身体 の リ ア リテ ィ を現 実 空間 か ら 喪失 さ

せ，そ の 抑鬱 感 （被 虐性）．孤 立感 （自己閉鎖性），他律性 （環

境依 存性 ） を イ ン タ
ーネ ッ ト空 間に構築する リ ス ク を示峻す る

（対 立点 1）。

　そ して，ア
ール の 主 張する ヴ ァ

ー
チ ャ リ テ ィ は．個人の 精神

活動 をイ ン ターネ ッ ト上で 活 発化 させ、相互 主体的な修習行為

（デ ジ タ ル コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ） を通 し て 客 観性 に い た る 道 筋

を用意 して い る が．ドレ イ フ ァ ス の 指摘する ヴ ァ
ー

チ ャ リ テ ィ

は，「世 界 と共 存 す るた めの
一般 的 な場

．
」で あ る 身体の 役割の

重 要性，実在 す る 人間問 の 直接 的 な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に よ っ

て 生 まれ る 「意味あ る 人 間世界」を疎外する 道筋 を準備 し て い

るの で あ る （対立 点 2 ）。

　 しか し、対 立す る よ うに 見 え る 各者 間の 見 解 も．主体 で あ る

ネッ トユ ーザーが かか わ るサ イバ ース ペ ース の 原理、す な わ ち

同
一

性，唯
一

性．中 立性，領域 性，可視 性．社 会性 と照 合 した

場 合．仮 想空 間 と現 実 空 問 を往 来す る 人間主 体 の 根拠 は，両 空

間 に開 かれ て お り，相 互の 空 間に おい て 規定 されあ う関 係 に あ

るこ とは前述 の とお りであ る tt

　人 間は 現実 空 聞 と仮 想 空 間 を往 来 す る こ とで，現 実 空 間 を

ヴ ァ
ーチ ャ ル 化 し，仮 想空 間 を現実 化 （社 会 化） して ゆ くの で

あ る。だが、こ の 仮 想 空間 と現 実空 間の 架橋 に おい て．・．一見分

離 した かの よ うに み える精神 と 肉体 か らな る 人 間主体 は、同
一

性 を保 た な けれ ば，再 び 両 空 間 を往 来す る こ と は で きない 。そ

もそ も、人 間は仮想 空 間 を前 提 にす るまで もな く，現 実 空 間に

お い て も眩暈 や幻 覚，既 視感や 幻想 に 捕 らわれ る存在 で あ り，

い わ ば、肉体 と精神 の 分離 を促 す要 因 は，サ イバ ース ペ ース に

の み あ る の で は な く，現 実 空 間にお い て 人 間主体 が，そ の 魂 を

肉体か ら 遊離 させ よ うとする 契機 い わ ばサ イバ ー空 間 に 接続

を果 た そ うとす る そ の 指 向性 そ の もの の な か に，す で に 「精神

の 飛 躍 （脱 身体化）」 はお きて い る の で あ る
．6）。そ の 意味か ら

す れば，確 か に ヴ ァ
ーチ ャ ル リア リテ ィ 技 術 は，ドレ イフ ァ ス

が懸 念す る よ うに，人 間主体 の 精神 と身体 の 分離 可能 性 を，顕

在化 させ る 役 割 を果 して い る よ うに思 わ れ る。しか しそ の 役割

は，完全 な 「擬似型 現実」空間 の 開発 （仮想空 間の 優位）が 困

難 な こ とか ら、現 実 空 間 内 に 「仮 想空 間」 を 設置 す る 複合 型 現

実 を含 む 「拡 張型現 実」 空 間生 成 （現 実空 問 の 優 位） の 実 用化

イン タ ーネ ッ トにお けるサ イバ ー空間とヴ ァ
ー
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に 向か っ て い る の で ある
1’7．1

。

　 こ の よ うに．ド レ イ フ ァ ス とア
ー

ル の 見識 を，レ ヴ ィ を介 し

て 考 察す る と，そ こ に は．

　自然 と の 関係 にお い て，技 術 を生 み 出 した 人間の 「テ ク ノ ロ

ジ
ー
評価」が ，その まま現 実 社会 に お けるサ イバ ース ペ ース の

評 価 に 多大 な 影響 を与 え て い る こ と がわ か る。す な わ ち ア
ール

に お い て は，人間 性 （human 　nature ） は 「人工 的 自然 ： 機械

文明」（material 　civilization ）を介 して 発 達す る もの で あ る が，

ド レ イ フ ァ ス に お い て は，「人 工 的 自然 」 は 原 自然 （nature ）

そ の もの に 対
．
立 し，か つ 人問性 （精神 性 ＋ 身体 性 ）の 分離 を促

すもの とな る 。 入間の 精神性は 機械 文 明 を志 向 し，人間 の 身体

性 は 原 自然 を 指 向す る の で あ る。

　 こ の 二 分す る 見 方は．マ イケル ・ハ イム の い うサ イバ ース ペ ー

ス に 対する 「ネッ トワ
ー

ク 理想 ギ義」 と 「素朴 現実 主 義」の 対

立 に 連座 して い る
［12］，，イ ン ターネ ッ ト空 間 に 対 す る 倫理 的評

価は，こ の 対立 に根ざす先入観 と して 人 間 に備 わ っ て い る。し

か し重要な こ とは，テ ク ノ ロ ジ
ー

は 原 自然 に 対立 す る が．それ

は 人 間 に お い て そ の 精神 性 と宥 和 して い る と い う事実 で あ る。

そ れ は，人 問 の 視覚が 細胞や 宇宙 を直接 見る こ と は で きない

もの の ．顕微鏡や 望 遠鏡の 発明 に よ り，電子 とレ ン ズ （第二 の

眼 ）の 力を通 して，そ の ミ ク ロ と マ ク ロ の 実在 を知 りえ た こ と

に 例 え られ る 。 この よ うに 「ネッ トワ
ー

ク理 想主義」 と 「素朴

現実 キ義」の 問に は，「科学的合理 的精神」が 横た わ っ て い る 。

そ れ は、ア
ール が 解読す る 人 間機能の 拡張 と して の コ ン ピ ュ

ー

タ化過程と，情報 シ ス テ ム の 社会水準の 上 に，人 間知性の 進歩

が あ る こ と を物語っ て い る の で あ る。

6 ．情報技術の 中立 性と人間の 価値表象

　人間 の イン タ
ーネ ッ ト体験 の 蓄積 は，人間 側 の 特 殊経 験 ばか

りで な く，情報 装置 と情報 ネ ッ トワ
ー

ク に社 会的機能を もた ら

す こ とに よ り，人間に 普遍 的 な経験 を もた ら しつ つ あ る、情報

装置 （情 報 技術 ） そ の もの は，人 間 の 操 作 に よ り、デ
ー

タ処 理，

伝送 処理 を為す の み で あ る が、そ の 技術的機能は，人 間に よ る

キーボード，マ ウ ス 操作．入力，変換，検索，検 知，伝 送．再 生，

保管 な どの
一

連 の 過 程 を とお し，す で に 人間の 組 織 的 ・社会 的

価値 体 系の な か に組 み 込 まれ て い る の で あ る。い わば情報装 置

は．自 らの 技術 的機 能 とと もに，人間 を補助 し．支援 し，利 用

され る こ と に よ り，社 会的機 能 と社 会 的価値 を付 与 されて い る

の で あ る，、い う なれ ば 情 報技 術 は，そ れ を利 用 す る人 間の 社 会

性が 組 み込 まれ続 ける こ とに よ り，人 間主体 形 成の
一

翼 を担 う

こ とに な る の で あ る
圖 ，，

　 さ ら に 情報装 置 は 社 会ニ
ーズ に 促 さ れ，そ の 技術 的 機能．社

会的機能 と と もに 自らの 制 動を決 し．利用者の 行為 を制御す る

自動 制御 機 能 〔フ ィ
ードバ ッ ク ） を内 包 して い る ため に，あ ら

か じめ ハ ード （装 置） ／ ソ フ ト （プ ロ グ ラ ム ） ／ シ ス テ ム は，

人 間機 能の 社 会的代 行 を お こ な う以 上 の 意味 を もた な くな りつ

つ あ る 。 そ の 意味か らす れ ば、情報装 置 と その ア プ リケ
ー

シ ョ

ン も，常 に 社 会的機 能を 帯 び て い る こ とか ら，そ の 技 術 的価 値

は，す で に 社会 的 中立性 を保つ こ とは で きない の で あ る
［14］，、
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　で は，こ の 情報 装 置 とア プ リケーシ ョ ン の 社 会的位 相 は．既

述の ドレ イフ ァ ス と ア ール の 見解 に 立 ち返 っ た 場 合，ど の よ う

な意 味 を もつ の だ ろ うか、、両者 の 議 論 に お い て は，サ イ バ ース

ペ ース （イ ン ターネ ッ ト空 間） の 機 能 と ヴ ァ
ーチ ャ ル 体験 は，

人 間存在，人間社 会 の 様態．人間性 形成 に 決定的 な意味 を もた

らす 「破壊 」と 「創造 」の 問題 に 帰 着 して い た。この 文脈 で は，

情報 装 置 と そ の 空 間的 ・物 理 的 ネ ッ トワ
ー

クの 機 能 的前提 は，

人間に 奉仕 す る た め の 価値 〔人間 的価値）をめ ぐ っ て ，イ デ オ

ロ ギー （社 会 的価値 ）対
．
立 を生 み 出 し て きた。

　い わ ば．イン タ
ー

ネ ッ ト空 間の 社会的価値 は，人間が 依存す

るア
ー

キ テ ク チ ャ
ー

に，その 内画性．社 会性 を投 影す る こ と で

生 じた もの で ある。に もか か わ らず，私 た ち は 現実社 会 の 反映

と して イ ン ターネ ッ ト空 間 の 倫 理性 を考慮す る態度 を，無意 識

に 遠ざけ よ うとす る tt それ は，イ ン タ
ー

ネッ ト機能その もの か

ら，その 「社会 的機能 」を 分離 す る こ と に よ り，ア ーキ テ ク チ ャ ー

あ る い は技 術的セ キ ュ リテ ィ の 問 題 に，その 倫理性．す な わ ち

イ ン タ
ーネッ トの 「悪性」の 根拠をみ い だす風潮を生み 出 しが

ち で あ る、、こ の 議論 の 転 倒 は，さ ら に情 報の 「擬 集性」 が 強 ま

る イン タ
ー

ネッ ト空間
1151

に お ける 主体の 多重人格化の 論拠 と

な り，そ の 結果，「悪性」 を抑止 する た め に は．情報セ キ ュ リ

テ ィ 〔自動 制御機能）を よ り強化 し，そ れ に 応 じた イ ン タ
ーネッ

ト リテ ラ シ
ー，情報 リテ ラ シ

ーを強化せ よ とい う 「悪循環」に

陥っ て い くこ とに な る。大切 なこ とは，こ の 二 元論，す なわ ち

人 間 と社 会 の 問題 を 「技術 」と 「教育」の み に 解 決 させ よ うと

する 視点で は な く，新 しい 技術，情報環境 に よ っ て 生 まれ た 人

間 主体，人闘倫理 の 課題 は，人 間主体の 変化、すな わち情報的

主 体か ら情報 問 主休 へ の 転換 に対 応す る情 報環 境 （情報 技 術 と

ア
ー

キ テ ク チ ャ
ー

） との 関係 にお い て 大 局的な議論が 必 要 とさ

れ る，とい う視 点 なの で あ る
「1“1。

7 ．イ ン ターネ ッ ト社会に おける 人間主体の変容、現実社会へ

　　の倫理的影響

　前述 の よ うに，コ ン ピ ュ
ー

タ とイ ン タ
ー一ネ ッ トの 社 会へ の 浸

透，そ の 利活 用 に よ り，情報 化社 会 は．新 た な 質的転換 を迎 え

て い る。と りわ け イン タ
ーネ ッ ト社会 の 出現 に よ り．物 理 的 自

由市場 とと もに精 神的 共有 領域 （コ モ ン ズ）の 現 場 に 立つ 人 問

主体 は，情報 主体 か ら情 報 問主体 へ の 転換 を遂 げ ざる を得 な い

状 況 に 置か れて い る 。そ もそ も近代 の 人 間 毛 体 は，デ カ ル トに

よ る 近 代理 性 の 発 覚，人 格 の 「完 全 性 」と 「純 粋性 」が 神 （legOS）

に よ っ て 保証 さ れ，J ・
ロ ッ ク に は じ まる 労働の 対価 と して の

「資財 の 蓄積」、「所有 の 論理」が 神 （decree） に よっ て 公 認 さ

れ る こ とに よ っ て 成立 し た。そ れ は 「プロ テ ス タ ン トの 倫 理 と

資本 ギ 義の 精神」 と して ，今 日広 く知 られ る 「人格 」 と 「所 有」

の 論理 の 帰 結で ある、、

　 しか し，こ の よ うな現実 社 会，資 本主 義 シ ス テ ム に 内在 す る

イ ン タ
ーネ ッ ト杜 会で は，既 に 人間 主 体 は，そ の オ

ー
プ ン ソ

ー

ス，ア
ー

キ テ ク チ ャ
ー

（TCP ／ IP プ ロ トコ ル ） の 性質
［17］

に よ っ て、次の よ うな変貌 を遂 げて しま っ て い る の で あ る。

　 1　 超 越 的 な神 の 存 在 に よ っ て 精 神の 崇高 性が 保証 されて い

た近 代理 性 主体 は，「半仮想」空間で ある イ ン タ
ーネ ッ ト空 間

で は，そ の 精神性は 仮想空間 に 浮か ぶ 情報 （デ
ー

タ
・
ニ ュ

ー
ス
・

コ ード） と 同質化 す る 傾 向を強 め て い る （精神の 記号化 とデ
ー

タ化 L、

　 2　 現 実社会で は ，個人 主体の 思 考力，行動力が 尊ばれ る が ，

イ ン ターネ ッ ト空 間 に お い て は，個 人 主体が 広 い ネ ッ トワ
ー

ク

で 結 ば れ．ネッ トワ
ー

ク に よ る 集合的知性が，現実社会に 還元

され て ゆ く　（知の 双発性 ；主体の 情報間主体へ の 転換〉可 能性

を生 んで い る。

　 3　 現 実社会で は，学歴、地位．名声，富な どの ス テ イ タ ス （所

有 と人格の 論理 ）に よ っ て ，人間 の 序列化が お こ なわれ ．そ れ

に従 い コ ミュ ニ テ ィ が 再 編 さ れ る が，イ ン タ
ーネ ッ ト空 間で は、

そ の よ うな秩 序 よ りも，トピ ッ ク ス に ともな う知見の 相互 応酬，

交流 が．ネッ ト上 の コ ミュ ニ テ ィ の あ り方 も変えて い る （ヴァ
ー

チ ャ ル ・コ ミュ ニ テ ィ の 文化 ）。

　だ が，現 実 の イ ン タ
ー

ネッ ト社会 は，そ の 技術的機能に よ

り，ス ポ ン サ
ー，マ ス メ デ ィ ア，国家 岡民を並 列的 に その 空

問 内部 に 取 り込 ん だ た め に，こ うした 「知の 双 発性」は．マ ス

メ デ ィ ア の 理 論に 侵食され．その 結果 イ ン タ
ーネ ッ ト 「メ デ ィ

ア の 論理 」 を生 み 出 して い る
［18］。前項 2 ．3 の よ うな変化は，

一
部の コ ミ ュ ニ テ ィ 間 で 共有 さ れ て い る もの の，もは や ネ ッ ト

ワ
ー

ク 全体を把握する こ とが，誰の 手 に よ っ て も不
．
μ∫能で あ る

ため に，どの 程度の コ ミ ュ ニ テ ィ に まで 広 が っ て い る か を厳密

に 把握 す る こ と も不 可 能 で あ る。しか も項 目 1の 影響 は、情 報

量 の 爆発的増大，情報無限大 を生 み．もはや すべ て の 情報を知

る こ ともま まな らず，ネ ッ ト上す べ て の 「知 の 確実 性」 を検証

す る こ とさ え 困難 な状況 に あ る，，そ れ は、山名．甲．人の 指 摘 どお

り，2008 年 6 月現在，約 912 億ペ ージ と推定され る WEB ペ ー

ジ数が，Googleが カバ ー可 能 な 80億 URL （ペ ージ） をは る

か に 越 え、また検 索 エ ン ジ ン に 掛 か らな い 深層 WEB ペ ー一ジは，

表層WEB ペ ージの 500 倍 に 達す る もの と推 測 される こ と
［19 ］、

さ らに ア ン ドレ イ ・ブ ロ ーダー
の 指摘 どお り．依然 と して WE

B ヒの 情 報 は，相 互 リ ン ク が 重 な り合 うコ ア 情 報 （30％），コ

ア に 向け て リ ン ク する 情報 （24％）、コ ア か ら リ ン ク されて い

る 情報 （24％ ）か らな り，残 りの 22％ の 情 報 は孤 島化 した 「見

え ない 」 情報 群 に 分類 され て い る こ と
luo1

か ら，深 層WEB 検

索 エ ン ジ ン の 開発が 期 待 されて い る ほ どで あ る
f21］，，そ して ア

ル バ ート・
ラ ズ ロ

・バ ラ バ シ は，こ の 情 報集 中 に 関 して 「わず

か な リ ン ク しか 持 た ない 大多数 の ノ
ー

ド」 に 対 し，「膨 大 な リ

ン ク を 持つ
…

握 りの ハ ブ 」 へ の ア ク セ ス 集 中が お こ る こ と に よ

る 情報の 偏在を指摘する
［
叫 、

　現 実 社 会 （資本主 義社 会 ） と仮想社 会 （イ ン タ
ーネ ッ ト社

会 ） の 矛盾 は，そ れ ば か りで は ない 。実 社会 の 「私 有制 と市 場

性 」 と ネ ッ ト祉 会 の 「共有性 と 公共性 」 の 矛盾 の 理 解 は．
．
占い

主体性 と新 しい 主体 性 の あ り方 をめ ぐる ドレ イフ ァ ス と ア ール

の 見解 の 異 同 に 相応 す る。この 矛 盾 は，入 聞 と コ ン ピュ
ー

タの

相 互 関係 に 対す る 「基 本的 理 解」の 相 違 か ら 発生 して い る。人

間が 生 み だ した機械で あ る コ ン ピュ
ー

タ．そ れ が 創造 した仮想

空間 は，紛 れ もな く自然 を含 む現 実 空 間の 外 部 に存 在 す る わ け

で は ない 。そ れは 人間 と機械 と の 物理 的 ・機 能 的関連性 の 上 に
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成 立 して い るの で ある．コ ン ピ ュ
ータが 人間の 社会的機能を含

み，イン フ ラ （ケ
ーブ ル や 電波塔を含む 情報装 置） が，入 間の

情報流通機能を担い ，人 間精神 （思考表現 ：感情表現） が，デ

ジ タ ル 化 され デ
ー

タ となる イ ン タ
ー

ネッ ト環境 で は．人 間は コ

ン ピ ュ
ー

タ を論理 ・計算 機能 の
一

部 と して 活用す る ばか りで な

く，イ ン タ
ーネッ トを間接 的思 考神経的同路 と して 身体化 して

ゆ くの で あ る。こ の 仮想 空 間 と現実空間が 共存す る現 実社 会 で

は，もは や 人間は イ ン ターネ ッ ト空間 を成 形す る 技術 そ の もの

に 人間的，社会的機能 を読 み込 ま ざる を得ず，また現実 社会 の

倫 理 性 を反 映す る ア
ーキテ ク チ ャ

ー
は，イ ン タ

ーネ ッ ト空 間の

なか に，自動制御機能 （セ キュ リテ ィ ： プ ラ イ バ シ
ー） と人的

支援機能 〔リバ テ ィ ： デ モ ク ラ シー）の 双 方を設定せ ざる を得

ない の で あ る
［2／ll。

8 ，おわりに

　人 間主体は，イ ン タ
ーネ ッ ト社 会に お い て 情 報 的主体 に 変 転

して 以 来，現実社会 に 生 きる入間 もまた ，情報化社 会の なか で ，

ます ます情報間主体 へ とそ の 存在 を移行せ ざる を得 な くな っ て

い る
（8 ）

。 そ こ で は一
見 新 しい 情報 倫理 は，現実社 会 と イ ン タ

ー

ネッ ト社会 （情報化 社 会） と の矛 盾か ら 発生 するか の よ うに み

えて，そ れ は すで に 情 報技 術内部 （ア
ーキ テ ク チ ャ e に 「予

言 的」に 織り込 まれ て い る か の よ うに み える の で あ る。そ の 意

味か らすれ ば、情 報 間主体 は 新た な社会構造 （情報 化社 会 ： イ

ン タ
ーネ ッ ト社 会 ） の 深化 に よ り，近 代理 性 主 体 の 衣 を脱ぎ，

新た な情報技術の 発 展 に馴染 む こ とに よ っ て ．その 主 体 に ふ さ

わ しい 新 しい 倫 理性 を纏 お うと して い る かの ように み え る。そ

れ は，物 質空 間で あ る 現 実社会の 倫理 性 に 規 定 され なが ら も，

長 い 時間をかけ れば，精神的空 間 で あ る イ ン タ
ー

ネ ッ ト空 間独

自の 倫理性 を創 造 して ゆ け る こ とを意味 す る。そ の 道 の りは，

「情報技術 と人間的価値の 結合」，す なわ ち イン タ
ー

ネッ トの 技

術的機能に 社会的価値 を．また そ の 社 会 的機 能 に人間 的価値を

み い だ して ゆ く努力 と
一

対 の もの とな る はず で あ る
團 。

注

（1）サ イバ ーパ ン ク小 説 の 草分 け に な っ た ウ ィ リ ア ム ・
ギ ブ ソ ン

　『ニ ュ
ー

ロ マ ン サ
ー

』 （Neuromancer ：1984 ）の 作品中で 使わ れ た

　概 念 で．コ ン ピ ュ
ータ とその ネ ッ トワ

ー
クが 作 り出 した 「電脳 空

　間 」を さす。人間は その 脳神経 を コ ン ピ ュ
ータ ネ ッ トワ

ー
ク と接 続，

　相互 作用 をおこ すこ とで、意 識 ご とそ の 身体 を現 実 世 界 とは 異 な

　る 「電脳空 間」に 没 人す る こ とが で きる 。人 間 に とっ て 「電脳 空間 」

　で お きた こ と は，現 実 空 間に 残る 身体 に も影響 を 及ぼ す。そ れ は ，

　 ヴァ
ー

チ ャ ル で ある が ，リ ア リテ ィ を もつ 空間なの で ある。

（2） 「擬 似型 現 実」 に 対 して ，現 実的 に は 「拡張型現実 」機 能 を応 用

　した 「複 合型 現実 」技術 が注 目を浴び て い る。「複合型現 実」を 実

　現 する複 合現 実 実感 （Mixed 　Reality） は，現 実 の 視野 に CG 画像

　や 文 字 をス ク リ ーン上 に 重 ね あわ せ，現 実情報 を増 幅す る 役 割 を

　 果た す。脳外科 手術 にお い て、あ ら か じめ CT ，　 MRI で ス キ ャ

　 ン し た患 者 の 詳 細 な脳 映像 を立体化 し，患 者の 実 際の 患部 とス ク

　 リ
ー

ン （モ ニ タ ー）上 に お い て 照 合 させ る こ とで ，外科手術の リ

　 ス ク を回 避す るこ とが で き る。

（3）た とえば．一
般 にオ ン ラ イ ン ゲ ーム の 世 界、と りわ け数万 か ら数

イン タ
ーネッ トにおけるサ イバ ー空間とヴァ

ー
チ ャ ル化の意義　25

十万入 が参加す るゲ
ーム 世 界で は，現 実社 会 以 上 の 「反 社会的行動」

が 多数存 在 す る よ うに 思 わ れ て い る。しか し、CREAT プロ ジ ェ

ク ト （松原 チ
ーム ・

馬 場 グ ル
ー

カ に よる オ ン ラ イン ゲ
ーム 「大

航 海時 代 」 （KOEICo ．，Ltd ．：中世 欧 州 を舞台と した 「戦 闘」「貿

易」「胃険 」ゲ
ーム ）に お ける 援助 行動の 分 析結果で は、キ ャ ラ ク タ

ー

　（ア バ タ
ー）問の 共 通目的，共 有 時 間．共通関係が強 まるほ ど．ネ ッ

　ト上の 擬似 人間関係 が，現 実 の 人 間 関 係の よ うに 安定的 に意 識 化

　され て ゆ くこ とが 示 され て い る 。特 に そ れ は 情 報援 助 〉 労働 援 助

　〉 情緒 援 助 〉 物 的 援助 〉 人 脈援助の 順 で ，物 質援 助，メ ン タ ル 面

の 援 助 よ りも．情 報
・労働面で の 行動援 助 と して 表れ て い る 。そ

　れ は，ギ ル ド〔3  〜50 名 まで の 集団）〉 パ ー
テ ィ （5名 まで の 集団＞

　〉 フ レ ン ド（2 人）〉 ロ ン リ
ー

（1 人 ）の 1頃で．また 目的と して は、「交

　易 」 （多数者）〉 「戦闘」 （少数 者） 〉 「冒 険」（仲間〉の 順に，援

助行動 に 結び つ い て い る u こ の 結 果 は ．仮想世 界に お い て も現 実

　世界 とおな じよ うに、「商 売 ： 交換 」は 多数者の 問 で ．「戦 闘 ：喧

　嘩」は 少 数精 鋭 で、「旅 行 ：私情．」は 仲間 うちで お こ な わ れ る こ と

　を示す もの であ る。また ゲ ーム 内通 貨 は，現 実 の 貨 幣 に売買 可能

　な こ とか ら、イ ン タ ーネッ ト内 の ヴ ァ
ー

チ ャ ル 体験 は、結果 と し

　て もア ク チ ュ ア ル な 効果 を 生 み 出 して い る （Crest　Online　Game

　シ ン ポジ ウ ム 20072007 ．3．26報 告 ： 主催　科学技 術新興機構

　戦略 的創造研究推進 事業 CREST 「デ ジ タル メ デ ィ ア作 品 の 制

　作 を攴援 す る基 盤 技術 」領域 「オ ン ラ イ ン ゲ
ーム の 制作支援 と評

　価 」プ ロ ジェク ト）

（4）・・般 的 に，主 体は 存在論 的意味 と して用 い ら れ る が，認識論的 意

　味 にお い て は 主 観 と同
一

視 され て い る。その 語、主 体 （subject ）

　は ．中世英 語で は 「あ る 支配者 また は 君 1・／の 統治 F にあ る 人 間」「実

　体」「研究 さ れる ．｝題 」 として 意味付け られ て い る．Subjectに 王

　体の 意味が 付与 され た の は ，17 世紀後半 の デ カル トの 影響に よ り，

　object に客 体の 意味が付与 さ れて か らで あ る が，そ もそ も subject

　は，もの ご と が そ れ 自体で 存 在 す る 「実 体 」 と 「君主 の 統治下 に

　あ る 人 間 」 とい う，相 反 す る 意 味 を備 えて い た 事実に 注 目す べ き

　で あ る。なぜ な らば、主体 とは そ の よ うな政治的受動性 か ら独立

　す べ く活動す る知 性，思 考そ の もの を意味す るか らで あ る 。こ の

　よ うにみ た 場合，主体 と は 政治．社会状況，広 い 意味で の 情報環

　境 を コ ン トロ
ール し よ う とす る能 動 的 な知 性，近代理 性主 体 を示

　す もの で ある。

（5）サ イ バ ース ペ ース に お ける 人 間 主体 の あ り様は ．その 環 境下 に お

　い て，もは や 主 体が 環境 の
一

部 に す ぎず．また そ の 外 部 性 特殊

　性が 変容 し．相対化 され て い る こ と を意味す る tt この 情報環境 に

　お い て 主 体 は，世 界に 対す る働 きかけ，「行為 の 反 覆 」を通 して 初

　め て 意味 を なす 擬 似環 境 世界を形成す る、，そ れ は 確た る 物質 LW界

　で は な く，人 間 主体 の 精神 性が かか わ る 有 意味性 （記 号・象徴 ）

　 に よって構 成 さ れ る 世界で あ る。人 間 の うみ だす価 値や 意 味 は、

　あ ら か じめ こ の 世界の な か に情 報 と して 実在 し ，主 体 は そ の 情報

　 を識 別 しあい ，．ヒ体 問 で 共 有化 しな が ら ，集合 的知 性 （客体） を

　再 生 産 し て ゆ くの で ある lt こ の 考え方に そ え ば．人 間 主体は，現

　実 〔リ ア ル な 身体／ ポ ッ シ ブ ル な精神）空 聞 と，仮想 （ヴ ァ
ーチ ャ

　 ル な 身体 ／ ア クチ コ．ア ル な精神〉空 間 にお い て ，二 重 に 「擬 似 環境 」

　 を創造 し、か つ 両 空 間 を往 来 す る こ とで ，現実 社 会 で の 環 境創 造

　 （リ ア ル な 身体 ／ ア クチ ュ ア ル な精神） に 関与す る こ と に な る の で

　 あ る t．具 体例 と して は （注 3〕 の 「大 航海 時代」 にお け る 人 間主

　 体 の 意 識 的 変化に 、そ の 典 型 を み い だす こ とが で きる。

（6）ハ
ーバ ード大学 で幻 覚剤 に よる 「精神覚醒」の 研 究 をお こ な っ て

　 い た T ・リア リ
ーは ，し SD の 作 用 に 劣 る もの の ，　 IBM の よ う

　 な 巨大 組 織 が つ く りだ す 「情報 管 理 装 置 」 で は な く、ヒ ッ ピ ー
た

　 ちが 創造 した パ ーソ ナ ル ・コ ン ピ ュ
ータ に ，八 間 の 「自出精神」

　 の 拡大 を 見 出す こ と に な っ た 。幻覚剤の 効 ノ丿は，人 間が その 生物

　 的 な資源 と して 備 えて い る シ ャ
ー

マ ン （shaman ） として の 能力，
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　す な わち 脱 魂，霊 媒、予言 な どの 能力を 蘇え らせ るが，そ れ は 霊

　的 能力 を もって超 自然 と の 交流 をは か り，人 聞 と その 環 境 を変革

　 しよ う とす る期待 が 込め られ て い た。T ・
リ ア リ ーは 「幻覚 剤」

　 の リ ス ク を、身をも っ て 体験す る こ とに よ り．パ
ー

ソ ナ ル ・コ ン

　ピュ
ー

タ 、イ ン タ
ー

ネ ッ トの 機能に ，こ の 「幻覚剤」の 役割 を代

　補 させ よ うと した と考え る こ とが で きる。

（7）「連続性」「豊 E堯性」「永続性」を叮能 にする 「拡 張現実 型 」の ヴ ァ
ー

　チ ャ ル リア リテ ィ と は．た と えば ，「ヴ ァ
ー

チ ャ ル キ ッ チ ン 」の よ

　 うなもの で あ る。人 間 は ，キ ッ チ ンユ ニ ッ ト内の コ ン ピ ュ
ータ 機

　能 を搭載され た 「家電」そ れ ぞ れ の 機能の 連結 に よ り，「連続性」（故

　 障時 に故障箇所を 含断 し，修理 先に 自動連絡す る ），「豊 饒性」（た

　 とえ ば冷蔵庫の 食品の 種類 と量 が，ダ イエ ッ トや 栄養 とい う 「体

　 調 管理 」の 観点か らデ
ー

タ化 され．人間に メ ニ ュ
ー

と して指示 さ

　れ る），「永統性」 （過 去 デ
ータ の 蓄積か ら，1獣立か ら食事時 間 の 管

　理 まで をお こ な う，機械 と 人 聞 の イ ン タ ラ クテ ィ ヴの 完 成〕 を得

　 る こ とが で きる よ うに な る 、、

（8）例えばケ ータ イの 機能，通話、メ ール ，イ ン タ ーネッ トア ク セ ス ，

　 メ モ 、カ メ ラ 機能，外部情 報記憶 （カ ード型 フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ）、

　赤外線通信・無線通信 〔近 距離通信），GPS 機能 斬 有者所在特定1，

　 ラ ジオ
・
テ レ ビ機能、電 子マ ネ

ー
（お財 布 ケ

ー
タイ），セキ ュ リテ ィ

　機能 （個 人情報 ロ ッ ク），個 人特定証明 （ID 機 能 ） な ど は ，それ

　 が オ フ ィ ス や キ ャ ン パ ス 、ラ ボ ラ トリ
ー

や ワ
ーク ル ーム の パ ソ コ

　 ン （イン タ ーネッ ト） の 機能を補完す る とい うよ りも．24 時問人

　 間 に 寄 り添い 人 間関係 を外部 に 開 き，社会 〔コ ミ ュ ニ テ ィ） との

　接合 を果た すユ ビ キ タ ス な 情 報 ツ
ー

ル へ と発展 して い る こ と を証

　明 して い る。
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ト
・

ラ ズ ロ
・

バ ラ バ シ ／青 木 薫 訳 『新 ネ ッ トワ
ー

ク思

　考一世 界の 仕組み を読 み 解 く』 NHK 出版　2007 　237 ・241 ペ
ー

　ジ

［23］レ ッ シ グ は，リ ソ ース が 物理的 なもの な ら，市場 に まかせ る こ

　とが 埋 に か な っ て お り、こ の 慣行 が，社 会進 歩 を牛 み 出 した と評

　価す る。しか し 「デ ジ タ ル 世 界は モ ノ の 匿 界よ り もア イ デ ア の 世

　 界 に 近 い 1 「サ イ バ ー
空 間 が，コ モ ン ズ を築 きあ げ た お か げ で 現

　在 の よ う に花 開 い た と い う事実 か ら考 え て．わ れ わ れが こ の 空 問

　を組織す る に あた り，現 実空間 を組織化 して い る コ ン トロ
ール で

　は な く，フ リ
ー

の 方 向に 傾 くべ きで は ない か」「イ ン タ
ーネ ッ ト

　は本 質的に混成状態 だか ら
一つ ま りコ ン トロ ール され た層の Eに

　構築 さ れた コ モ ン ズ だか ら一こ の フ リ ーと コ ン トロ ール の 間の 緊

　張関 係 は永 続 的 だ．バ ラ ン ス を確 立 す べ き だ と い うニ
ーズ も永 続

　的 だ 」 と詳 述 す る。（ロ
ー

レ ン ス
・

レ ッ シ グ／ ILT形 浩 生 訳 『コ モ

　ン ズ 　ー
ネ ッ ト上 の 所 有権 強 化 は技 術 革 新 を殺 す』 翔 泳社 　2002

　　183 ・184 ・272 ペ ージ ／ Lawrence 　Lessig，　 The　Future　of

　Ideas，　2001．）

［24】ブ ル ーノ ・ラ ト ゥ
ール は，そもそ も主 体 と客体 とい う二 元論的

　思 考 法 が，科 学 ・技 術 を 進 化 させ る 要 因 に な っ た こ と を 前提 に ，
　 自然 は 客体 倶1亅で あ り超 越 的 な の に 対 し，社 会 は 主体 側 に あ り、内

　在 的 とす る 区 別 を設 け て きた とい う。しか しラ トゥ
ー

ル は，生 物

　的 な 人 問 以外 の もの （自然、社 会、テ クノ ロ ジ ー
な ど

・・・は ，す

　べ て 客体 で あ り，同時 に 人間そ の もの と関係 を結ぶ こ とに よ り

　「準客 体」 （擬似客体） とな り、ま た 人 問は，集合的個 人主体 と し

　て こ の 「準客 体」 く擬 似客体 ） に 関与 す る こ とで 「準 主体 」 （擬

　似 主 体 ） と な る こ と を説 く （NOUS 　N
’
A▽ONS 　JAMAIS 　ETE

　MODERNES ：Essai　d
’

anthropologie 　Sym
’
etrique 　1991 ／ We

　Have　Never 　Been 　Modern （Catherine　Porter）1993 ／ 1「1村久美子

　訳 『虚構の 「近代」 科学 人類学は 警告 する 』新評論 200893 〜

　100 ペ
ー

ジ）。 もは や 客体 と して の 情報装 置 （情報技術） と人 間主

　体 の 対 立 の 枠組 み を前提 に 思考 す る の で は な く、両者 の 関係 性 の

　上 に，常 に そ の 関連 性 を全 体 性 と と もに把 握 す る こ とが 重 要 なの

　で あ る。
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